
平城宮跡の整備

平城宮跡、の整備

庶務部 ・平城宮跡発掘調査部 ・飛鳥藤原宮跡発掘調査部 ・

建造物研究室 ・埋蔵文化財センター

1995年度に実施した宮跡整備は、朱符|叶・束|先庭園・宮内省の3地区における復原挫折ii、見学者用

広場整備および、落雷により破損した束|兇南門の災害復旧を行った。

朱雀門復原整備

朱雀門復原強備事業の3年度目である。本年度は、昨年度に引き続き木材の力11工・ 組立を行い、初

霊については軒回りの一部を除き組立を完了し、 二重は取h古11・組物の組立まで完了した。屋根工事と

しては、平瓦 ・丸瓦などを製作。また、天井姐り等組立後の施工が困難な部分の塗装 (丹土塗り)を

行った。工事現場の一般公開を春と秋の2回 (ともに 3日!日J)実施し、いずれも約 l万人の見学者が

訪れた。朱雀門の施工状況の見学に加え、春には大工によるヤリガンナを用いた木材加工、秋には屋

恨:i'i:r.iIiによる屋根立作業を資材保管力11工棟で公開し、好評を博した (図 1. A). (村111他ー)

東院庭園復原整備

園池の再発掘 ・試験施工 中央建物復原工事及び図池復原整備工事に先立ち、図池北部 (1392m')お

よび悶池南部山島周辺 (195m')の再発抑を実施した。このうち、困池南部の出向周辺については、

岡地全域の復原挫備の工法を検討するため、紫hl根掛けの試験施工区を設定し、 石の保有:処理IIと洲浜

復原の試験施工を笑施した。石の保存処型については、石賀により次のよ うに行った。)r麻岩 ・花向

岩などの脆弱な石は、書IJれている部分の按活および合成樹脂減圧含浸による強化処理、安山岩など表

面の風化にとどまっている石は、合成樹脂点滴による強化処理。また、洲浜の復原については、①i立

榔而の不|控を砂て弘充噴して挫正②透水性不織布の土木シートを敷設③真砂土により推定復原地形を

造成④表面喋敷き (礁は平城宮跡発銅調査での発生材および淡路島産の購入材)という工法を標準

として試験施工を行った。このほか、ソイルセメントを使用して表面の礁を固定する工法についても、

小試験区を設定して試験施工を行った。試験施工後は水を計画水面高まで満たし、造材』面 ・造成地館

の状況を観察した。図池全域の復原整備工事の実施にあたっては、これらの試験結栄を勘案して、最

普の工法を採用することとしたい。

園池北方地区の整備 図池北方地区では、板.t!界復原工事 ・地形復師、造成 ・導排水際Jjili工司王 ・柏栽等を

実施した。復原した東西方向の板塀(部110次別査で検出した掘立柱東西塀SA9064)は、庭園の北を

米?絞門復原工事 (二重の品11物まで組立完了) 来院国1也北方地区 似幼f
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区画する施設であり、東端は束面大垣にとりつく 。全長は12間 (36.84m)。柱間寸法は、東端から 8

間目が12尺、 9flfJ目が8尺である以外は、 10尺等問。この柱間12尺の部分を扉口と考えた。柱径は出

土柱根から l尺とし、復原造営基準尺は、 1尺=30.3cmとした。構造形式は、第一次大極殿地区で出

土した抑立柱塀の部材を参!!~t し、腕木 ・出桁式とした。 また、屋根は、第99次調査で平柿SC8465の

柱穴からl隔l尺の大和主主下材が出土していることから、大和茸とした。ただし、寸法は、他の部材と

のバランス上、第178次 ・第202-13次調査出土の大和五下材を参考に、 |隔8寸とした。上板は法隆寺

五重搭の裳階を参1mしたが、下板とかみ合うアゴは、木材の収縮によ って割れるおそれがあるためつ

くらなかった。壁体は横板落込み式。棟高は10尺、軒の出は2.1尺。扉は藤原宮跡西方官街出土音1)材

を参考にして復原した。施工にあたっては、鉄筋コンクリートのベタ基礎の下に、鉛直荷重を拡散さ

せ、逃-椛面を保護する効;liIさがあるコマ型コンクリートブロ ック基礎 (以下コマ基礎)を埋めた。柱は

ベタ基礎に固定した逆T字型のステンレス鋼板2枚で挟んだ(図1. B)。

地形復原工事は、真砂土で地形を復原的に造成した後、板塀!南側では磁敷き告rIi装を復原的に施工し、

板塀北側では緩街地的なスペースとの位置づけにより全而張芝とした。喋敷き舗装は、ソイルセメン

トに礁をたたきこむ工法を用いた (369m')。また、導排水工事のうち、復原的なものは、池への導水

路となる東西方向の石組榔 (28m)と束面大垣の束西両側の雨落ちiWt(束28m・問83m)で、その他

は機能的な排水施設である。植栽工事としては、 シラカシ ・イロハモミジ ・ツバキ ・サツキ等を用い

て北辺から西辺の遮蔽植栽と したほか、板塀雨11111には復}hl的な庭園植栽としてハギを植えた。このほ

か、北辺から四辺にかけて外周柵を設置し、 II'I扉2カ所を設けた。

中央建物の復原 中央建物は昨年度の復原設計をもとに施工を開始した。困池と復原建物との盛土!平

に差があるため、困地上に張り出す中央建物の縁 ・露台が池方向から大変高〈見えるという問題が生

じ、建物全体の床高を既設計寸法から階段一段分(7寸)下げ、 2.9尺とした。また、主に柱足元と

床下、壁体、屋般に構造補強を施した。これらは、地良による倒壊・建物のねじれ ・浮き上がりに対

処するためのものである。基礎は鉄筋コンク リー ト造で、身舎音1)分は布基礎、縁部分はベタ基礎、蕗

台部分は柱穴掘形を利用した独立基礎とした。また、身舎東端梁行方向の身舎柱基礎下には、コマ基

礎をイ~f:用した。 基礎と柱脚 との接続には、身舎古1)分ではステンレス丸ダボ、縁部分では基礎上に立て

たアンカーボルトを用いた。保台古IS分の八角位は基礎に回定した向さ24cmのステンレスケースに差し、

ステンレスボルトを柱に1'1・過させて固定した。H!立基礎相互は逆T字型のステンレス鋼で緊結ーする。

床下部分では、補強のため足回11を付加し、 さらに火打梁を入れた。また、地良の上下動に対抗する

ため、ターンパックルで火打梁と基礎を固定した。壁休には、木製格子を組み、角盆状のステンレス

パネルを入れて耐力壁とした。頭賞より上の浮き上がり をおさえる必要のある部分数箇所においては、

部材相互をアンカーボル トで緊結した。屋根では、事l'のi!@れを防ぐため、丸桁・母屋・木負の上面に

炭素繊維板を添えた。これは、実験的に東側の桁行方向2fMJ分のみに入れてある。

(小野健吉 ・箱l崎和久)

東院地区水源調査

東院庭園復原整備代壮、来年度国池を復原整備する計画である。部44次 ・第99次発掘調査で確認さ

れた園地は、その表面を洲浜砂利でおおった11¥日 ・入り江を持つ複雑な形態であり、復原する池而和

は1.750mヘ常時貯水量は350げの計四てがある。池水の水源としては公共上水道や地下水が考えられる

が、きれいな池水を保つためには水慌の上昇対策や泥 ・木の葉の混入防止及び憾過対策が必要であり、

池水の入れ替え及び滅過装置の検討が必要となった。地水の水iJ京を公共上水道にすれば、その量が公

共上水道に与える特に夏期における拡的な問題も大き く、また、同時に排水は既存の用水路に放流す
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ることとなり、周辺耕作地への春秋の多雨期における彩科が問題となる。そこで、東院庭悶で・は水源

を地下水とし、その水を循環させることにより池表前からの蒸発益のみの補給 (地下水汲上げ')を行

い、地下水へのi話料も最小限に留め、排水も降雨水のみを放流する計画と した。本調査は、この給水

計画に従い地下水の水理特・性及び、水質を把握し給水供給源としての適性を検討するため実施した。

調査位置は、来院地区字奈多型坐日御魂神社西方である。本調査位置が計画上給水源となり揚水貯水

槽 ・設備室等を伴うことから、追1昨の削平が確認されており復原整備に1;住専E，.!のない位置を選定した。

ボーリンク守し深度については、奈良市致地部の深井戸調査から深度100m孔から1，500m'/day桂皮の

j勇水の可能性があることが判明したことから本調査孔の深度を安全を見て120mとし、水中ポンプの

設置を考慮し孔径を250mmとし調査を行った。本調査では前水を確認するため屯気検層、湧水試験、

及び水質試験を実施した。

調査結果概要 水理特性:揚水量は430m'/day程度でトあり、計画揚水品350m'/dayの確保は可能であ

る。長H寺IBl揚水において運転水位は下降傾向を示しているためポンフ。設置位世はGL-50cm付近である。

水質結果 :水道法による基準を超えるものは、大腸菌群 |場性(水道法基準 検出されないこと)、

マンガン O. 21mg/ Q (水道法基準 O. 05mg/ Q)、色度 5度(水道法基準 5度以下)の3項目

である。この他、検討を要する項目として基準値以下であるが、鉄分 O. 27mg/ Q (水道法基準 O. 

30mg/ Q)、硝酸性及び亜硝酸性室紫1.8mg/ Q (水道法基準 10mg/ Q)が含まれている。

本地下水を飲料水として使用する場合は、上記項目を基準値以下に浄化する必要ーがあるが本計画に

おいて飲料水として使用することは考応、していない為特に支障はないが、地下水に含まれる鉄分は酸

化により赤〈変色し、マンガンは酸化により黒〈変色し、池表面を構成する敷石に着色しiR観を大き

く扱なう結果となることが予測される。また、硝酸性及び]~硝酸性窒素は水温の上昇に伴いアオコの

繁殖が懸念される。よって、これらの浄化除去設備等の検討が必要となった。

給排水計画としては、浄化現流方式を採用し:本井戸地下水をポンプにより叫-水、除鉄 ・除マンガン

処理のうえ園地へ給水する。池水は循環ポンプにより蹴上げ回収、水中の浮遊物質等を滅過するとと

もに、池周からの湯水に含まれる鉄分 ・マンガンはその濃度により適宜除去するなと。浄化を行ったう

え、再度池に給水する。あわせて、池水の循環回数泣し吋m給水量の検討により水地上昇を調整しアオ
コの発生を抑制するシステムの完成が今後の検討需品題となる (図 1. B). (今西康雄)

宮内省南面築地および南門

宮内省地区強制iiの一環として行っている外周の築地については、 1987年度に北而築地および北門を

復原したが、本年度は北面築地の西端部および南町築地および南門の佐原を行った。南面築地は北而

と同規模に巡らすこととし、造柿にしたがい位置、形状を設定した。築地の基底l隔は1.5m、同さは

3. 37mて¥今回の施工延長は40.8mて'ある。工法、仕様とも前回の北面に倣い伝統的な手拍き版築と

するが、築土の水分、成分など材料の調整は再度検討を加えた。南門については、築地中におさめら

れた穴門であったのか、あるいは築地から切り上げた切姿形式の門であったのか、遺構からは判断で

きないが、同門が西側の内装正聞に至る通路に面していることを考慮し、築地から切り上げた門の

椛えをとることとした。間口は泊;柿をもとに北|虹!と同じ 9尺としたが、椛造形式は、北門の方をより

主要な出入口としている従来の解釈にもとづき、北門に準じつつもやや簡略化し、高さも低めること

とした。南|叶の遺構が北門と異なる点は、北門の柱穴が二穴であって棟門とみることができるのに対

し、南門は桁行両端にニヵ所ずつ計四穴の柱穴があることである。それぞれの柱穴の大きさからは柱

径の大小の判別がつかず、またその平而は築地と同じ如h線上にある。この柱位置関係からみて諜医門

や控え位付きの棟門とは考えにくく、現存例にみるIlllの椛造形式にあてはまらない軸部構造であっ
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たことも考えられる。このため撃

備にあたっては、柱は追わ昨にした

がって四本建てとし、上部構造は

前述のとおり北門に準ずるものと

した (図 1. C). (木村勉)

造酒司の弁戸及び見学者広場整備

発畑調査で検出した井戸遺構の

レプリカは、 1994年度に寝屋内に

設置したが、本年度は、レプリカ

に接する部分の泣椛面約120m'の

復原を行った。遺構の:JI二戸からの

湧水は現在でも 多く、大同時には

レプリカの井筒ーまで滞水すること

が判明したことから、覆出の基礎

スラブと復原泣~iYi而との IBI を埋め

る材料が問題となった。そこで表

層表現に必要な厚みを残し、その

下部はコンクリート(J早さ約45

cm) てで快;埋坦腿lめるとともに覆昼外への l似文刈I1 平城2冶白与与.幼

0100  2OOm 

配水包管;(塩ビ包;径l凶0∞O伽mm川) 2本を挫設し白然羽胡排|ド?水kを行行-いf彼反J応原』恥L泣構T而而如ldのi冠芭水をi避i挫tけるようにした。この
コ ンク リ一卜カか益 ら復原する迫.椛面までは 2 府梢造とし 、 ともに羽1粧のJ~~砂土(柳生産「鬼真砂J) に

セメ ントと セメ ント硬化斉IJを混入する透水性合IIi装とした。下層部は仕上げ面-8 cmまでで、構や柱穴

を含めた遺構而の概形を造成した。表!阿部は、牒の多く出じる泊中:i~川iの外観を表現するため、遺構前i

の礁に類似した洗い砂利 (5 -40mm)を土量の約3訓用い、発掘調査時に採柴した際 (50-100mm)も

随所に混ぜた。仕上げは、 実iWJ図と写真に基づき怖や柱穴を表現するとともに、発J屈用鎌とワイヤー

ブラシを用いて削り だした。これは1111き締めただけでは表日liが偏平になるためである。

見学者用広場は、平城宮跡の東側の利用拠点として控怖を進めてきた。昨年度はその北側IJ入口部分

の広場と造酒司組屋及ひ"周辺環境務付iiを行い、本年度南1I1IJ広場、宮内道路の延長及ひ東方宵街地区の

区画である西辺築地塀跡及び南辺築地J))I湖、の復似表示(広場内園出?として利用)を造酒司南門取付古IS

までを行った。広場は、京|見庭園へのアプローチとして小央南北方向に設定した宮内道路 (車両通行

部分 :11席貝6111)を中心に、駐車スペース とこれを取 り問む植栽叩:を1ブロックとした駐車ゾーンを

地形高低差に合わせ段状に配した。これは広場制i装面が広いことによる来観上の彩響と、 宮跡へのア

プローチとしての効果を5別伝したものである。舗装は、 インターロッキンク申告IIi装及び玉砂利を混合し

た自然色舗装とし、また、車両通行部分は耐昨u毛性があり 111阿交通に耐えうる舗装材を選定した。駐
車面秘は、 1，470肘 ・70台分である(図 1. D)o (内田和利1)

平城山跡強制ii1Ji内訳

朱雀門復原 来院嵯WI復原 | 宵内省地区制ii
4，582111' I 49，8m 

779.967千円 421，579千円 I 82，400千円
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見学者用広場経備

4，582111' 

55，620千円


